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(57)【要約】
【課題】従来は、階層化されている情報を、階層関係を
わかりやすく出力できないという課題があった。
【解決手段】配置指定情報格納部１０３に格納されてい
る配置指定情報が指定する、立体オブジェクトの第一の
面に配置する指定配置用情報と、指定配置用情報の直系
の下位の階層の下位配置用情報と、当該指定配置用情報
と同じ階層の同階層配置用情報とを、立体オブジェクト
の面に配置可能な階層化された配置用情報が格納される
配置用情報格納部１０１から取得する面情報取得部１０
４と、形状情報格納部１０１に格納されている立体オブ
ジェクトの形状情報を読み出し、立体オブジェクトの第
一の面に指定配置用情報を、第二の面に下位配置用情報
を、第三の面に同階層配置用情報を、それぞれ配置した
画像情報を構成する画像情報構成部１１３と、画像情報
を出力する出力部１１４とを備えた。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
第一、第二及び第三の面を有する立体のオブジェクトである立体オブジェクトの形状を指
定する情報である形状情報が格納され得る形状情報格納部と、
前記立体オブジェクトを構成する面に配置可能な情報であって、階層化された１以上の情
報である配置用情報が格納され得る配置用情報格納部と、
前記立体オブジェクトを構成する第一の面に配置する前記配置用情報を指定する情報であ
る配置指定情報が格納され得る配置指定情報格納部と、
前記配置指定情報が指定する配置用情報である指定配置用情報と、当該指定配置用情報の
直系の下位の階層の配置用情報である下位配置用情報と、当該指定配置用情報と同じ階層
の配置用情報である同階層配置用情報とを、前記配置用情報格納部から取得する面情報取
得部と、
前記立体オブジェクトの形状情報を読み出し、当該読み出した形状情報により形状が指定
される立体オブジェクトの前記第一の面に前記面情報取得部が取得した指定配置用情報を
、前記第二の面に前記面情報取得部が取得した下位配置用情報を、また、前記第三の面に
前記面情報取得部が取得した同階層配置用情報を、それぞれ配置した画像情報を構成する
画像情報構成部と、
前記画像情報構成部が構成した画像情報を出力する出力部とを備えた情報処理装置。
【請求項２】
前記立体オブジェクトの配置を指定する情報であるオブジェクト配置情報が格納され得る
オブジェクト配置情報格納部と、
前記立体オブジェクトの配置に対する変更指示を受け付ける変更指示受付部と、
前記変更指示受付部が受け付けた変更指示に応じて、前記オブジェクト配置情報格納部に
格納されている当該変更指示の対象となる立体オブジェクトのオブジェクト配置情報を更
新するオブジェクト配置情報更新部とをさらに備え
前記画像情報構成部は、当該オブジェクト配置情報に従って立体オブジェクトを配置した
画像情報を構成する請求項１記載の情報処理装置。
【請求項３】
前記立体オブジェクトを構成する１以上の面に配置されている配置用情報に対する操作を
受け付ける操作入力受付部と、
前記操作入力受付部が受け付けた操作に応じて、前記配置用情報格納部に格納されている
前記操作の対象となる配置用情報を変更する配置用情報変更部とをさらに備えた請求項１
または請求項２記載の情報処理装置。
【請求項４】
前記第一から第三の面のいずれかの面に配置されている配置用情報を指定した検索を行う
指示である検索指示を受け付ける検索指示受付部と、
前記検索指示受付部が受け付けた検索指示に応じて、前記検索指示により指定された配置
用情報に対して同じ階層にある配置用情報を検索対象とした検索を行う検索部と、
前記検索により検出された配置用情報に対する階層関係が、前記検索指示により指定され
た配置用情報に対する前記指定配置用情報の階層関係と同じ関係である配置用情報を指定
する配置指定情報を取得し、当該配置指定情報により、前記配置指定情報格納部に格納さ
れている配置指定情報を更新する配置指定情報更新部とを更に備え、
前記面情報取得部は、前記更新した配置指定情報を用いて、指定配置用情報と、下位配置
用情報と、同階層配置用情報とを取得し、
前記画像情報構成部は、前記面情報取得部が取得した指定配置用情報と、下位配置用情報
と、同階層配置用情報とを用いて、画像情報を構成し、
前記出力部は、前記画像情報構成部が構成した画像情報を出力する請求項１から請求項３
いずれか記載の情報処理装置。
【請求項５】
前記立体オブジェクトは立方体のオブジェクトである請求項１から請求項４いずれか記載
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の情報処理装置。
【請求項６】
第一、第二及び第三の面を有する立体のオブジェクトである立体オブジェクトの形状を指
定する情報である形状情報が格納され得る形状情報格納部と、前記立体オブジェクトを構
成する面に配置可能な情報であって、階層化された１以上の情報である配置用情報が格納
され得る配置用情報格納部と、前記立体オブジェクトを構成する第一の面に配置する前記
配置用情報を指定する情報である配置指定情報が格納され得る配置指定情報格納部と、面
情報取得部と、画像情報構成部と、出力部とを用いて行われる情報処理方法であって、
前記面情報取得部が、前記配置指定情報が指定する配置用情報である指定配置用情報と、
当該指定配置用情報の直系の下位の階層の配置用情報である下位配置用情報と、当該指定
配置用情報と同じ階層の配置用情報である同階層配置用情報とを、前記配置用情報格納部
から取得する面情報取得ステップと、
前記画像情報構成部が、前記立体オブジェクトの形状情報を読み出し、当該読み出した形
状情報により形状が指定される立体オブジェクトの前記第一の面に前記面情報取得ステッ
プにより取得した指定配置用情報を、前記第二の面に前記面情報取得ステップにより取得
した下位配置用情報を、また、前記第三の面に前記面情報取得ステップにより取得した同
階層配置用情報を、それぞれ配置した画像情報を構成する画像情報構成ステップと、
前記出力部が、前記画像情報構成ステップにより構成した画像情報を出力する出力ステッ
プとを備えた情報処理方法。
【請求項７】
形状情報格納部には、第一、第二及び第三の面を有する立体のオブジェクトである立体オ
ブジェクトの形状を指定する情報である形状情報が格納されており、
配置用情報格納部には、前記立体オブジェクトを構成する面に配置可能な情報であって、
階層化された１以上の情報である配置用情報が格納されており、
配置指定情報格納部には、前記立体オブジェクトを構成する第一の面に配置する前記配置
用情報を指定する情報である配置指定情報が格納されており、
コンピュータを、
前記配置用情報格納部に格納されている配置指定情報が指定する配置用情報である指定配
置用情報と、当該指定配置用情報の直系の下位の階層の配置用情報である下位配置用情報
と、当該指定配置用情報と同じ階層の配置用情報である同階層配置用情報とを、前記配置
用情報格納部から取得する面情報取得部と、
前記立体オブジェクトの形状情報を前記形状情報格納部から読み出し、当該読み出した形
状情報により形状が指定される立体オブジェクトの前記第一の面に前記面情報取得部が取
得した指定配置用情報を、前記第二の面に前記面情報取得部が取得した下位配置用情報を
、また、前記第三の面に前記面情報取得部が取得した同階層配置用情報を、それぞれ配置
した画像情報を構成する画像情報構成部と、
前記画像情報構成部が構成した画像情報を出力する出力部として実行させるためのプログ
ラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ディスプレイ等に、例えば、商品等の情報を出力するための情報処理装置等
に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の情報処理装置においては、例えば、検索および選択画面表示手段が、第１，第２
グラフィックセクション、文字検索セクション、選択候補リストセクション、付属品リス
トセクション、ツリービューセクションを一つの画面に表示し、前記第１グラフィックセ
クションにおいて、前記記憶手段に記憶された商品情報に基づいて商品の画像を表示し、
このセクション若しくはいずれかのセクションで商品が選択されると、選択された商品及
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びその商品の付属品も同時にこの画面上で強調して表示し、更に、これらのセクションは
互いに連動して画面をきりかえるようにリンクされており、いずれかのセクションで商品
が選択されると、その選択された部品に関する情報を他の各セクションが自動的に表示す
るようにしたものが開示されている（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００３－１４１１６６号公報（第１頁、第１図等）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、従来の情報処理装置においては、ＸＭＬ形式等で記述されたデータのよ
うに、階層化されている情報を、その階層関係をわかりやすく出力することができないと
いう課題があった。
【０００４】
　例えば、階層化された複数の情報等が存在している場合、従来の情報処理装置において
は、この情報に含まれる一の情報と、この情報に対して上位や下位の階層関係にある情報
とを、その階層関係が容易に把握できるように、適切に表示することが困難であった。
【０００５】
　具体例をあげると、上述した特許文献１のように、一つの商品と、その商品に関連する
情報、例えば付属品や性能等の情報を、一つの画面の異なる領域で表示する場合、領域が
多くなると、一つの画面には、一つの商品に関する情報しか表示できなくなってしまう。
また、商品が表示されるセクションと、付属品が表示されるセクションとの距離が離れて
いると、視線を大きく移動させる必要があるため、両者の関連性が認識しづらくなってし
まう。また、一つの画面で、複数の商品と、これらの商品に関連する付属品等の情報等を
表示した場合、どの商品と、どの付属品等が、一目で判断しづらくなってしまうという問
題点があった。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の情報処理装置は、第一、第二及び第三の面を有する立体のオブジェクトである
立体オブジェクトの形状を指定する情報である形状情報が格納され得る形状情報格納部と
、前記立体オブジェクトを構成する面に配置可能な情報であって、階層化された１以上の
情報である配置用情報が格納され得る配置用情報格納部と、前記立体オブジェクトを構成
する第一の面に配置する前記配置用情報を指定する情報である配置指定情報が格納され得
る配置指定情報格納部と、前記配置指定情報が指定する配置用情報である指定配置用情報
と、当該指定配置用情報の直系の下位の階層の配置用情報である下位配置用情報と、当該
指定配置用情報と同じ階層の配置用情報である同階層配置用情報とを、前記配置用情報格
納部から取得する面情報取得部と、前記立体オブジェクトの形状情報を読み出し、当該読
み出した形状情報により形状が指定される立体オブジェクトの前記第一の面に前記面情報
取得部が取得した指定配置用情報を、前記第二の面に前記面情報取得部が取得した下位配
置用情報を、また、前記第三の面に前記面情報取得部が取得した同階層配置用情報を、そ
れぞれ配置した画像情報を構成する画像情報構成部と、前記画像情報構成部が構成した画
像情報を出力する出力部とを備えた情報処理装置である。
【０００７】
　かかる構成により、階層化されている情報を、その階層関係をわかりやすく出力するこ
とができる。また、配置指定情報により、立体オブジェクトの第一の面に配置される配置
用情報だけを指定すればよいため、立体オブジェクトの各面に対して配置する情報を一つ
一つ指定する必要がなく、簡単かつ少ない操作により、階層関係のわかりやすい出力が可
能である。
【０００８】
　また、本発明の情報処理装置は、前記情報処理装置において、前記立体オブジェクトの
配置を指定する情報であるオブジェクト配置情報が格納され得るオブジェクト配置情報格
納部と、前記立体オブジェクトの配置に対する変更指示を受け付ける変更指示受付部と、
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前記変更指示受付部が受け付けた変更指示に応じて、前記オブジェクト配置情報格納部に
格納されている当該変更指示の対象となる立体オブジェクトのオブジェクト配置情報を更
新するオブジェクト配置情報更新部とをさらに備え前記画像情報構成部は、当該オブジェ
クト配置情報に従って立体オブジェクトを配置した画像情報を構成する情報処理装置であ
る。
【０００９】
　かかる構成により、立体オブジェクトに対して与えられた配置の変更指示に応じて、立
体オブジェクトが出力される位置や方向等を変更させることができる。
【００１０】
　また、本発明の情報処理装置は、前記情報処理装置において、前記立体オブジェクトを
構成する１以上の面に配置されている配置用情報に対する操作を受け付ける操作入力受付
部と、前記操作入力受付部が受け付けた操作に応じて、前記配置用情報格納部に格納され
ている前記操作の対象となる配置用情報を変更する配置用情報変更部とをさらに備えた情
報処理装置である。
【００１１】
　かかる構成により、立体オブジェクトの面上に配置されている配置用情報に対する操作
に応じて、対応する配置用情報格納部に格納されている情報を変更することができる。こ
れにより、立体オブジェクトに対して行われた操作を、配置用情報格納部に格納されてい
る情報に容易に反映することができる。
【００１２】
　また、本発明の情報処理装置は、前記情報処理装置において、前記第一から第三の面の
いずれかの面に配置されている配置用情報を指定した検索を行う指示である検索指示を受
け付ける検索指示受付部と、前記検索指示受付部が受け付けた検索指示に応じて、前記検
索指示により指定された配置用情報に対して同じ階層にある配置用情報を検索対象とした
検索を行う検索部と、前記検索により検出された配置用情報に対する階層関係が、前記検
索指示により指定された配置用情報に対する前記指定配置用情報の階層関係と同じ関係で
ある配置用情報を指定する配置指定情報を取得し、当該配置指定情報により、前記配置指
定情報格納部に格納されている配置指定情報を更新する配置指定情報更新部とを更に備え
、前記面情報取得部は、前記更新した配置指定情報を用いて、指定配置用情報と、下位配
置用情報と、同階層配置用情報とを取得し、前記画像情報構成部は、前記面情報取得部が
取得した指定配置用情報と、下位配置用情報と、同階層配置用情報とを用いて、画像情報
を構成し、前記出力部は、前記画像情報構成部が構成した画像情報を出力する情報処理装
置である。
【００１３】
　かかる構成により、検索結果に応じて、立体オブジェクト上に配置される情報を変更す
ることができる。
【００１４】
　また、本発明の情報処理装置は、前記情報処理装置において、前記立体オブジェクトは
立方体のオブジェクトである情報処理装置である。
【００１５】
　かかる構成により、面同士の位置関係が把握しやすいため、配置されるデータの階層関
係も把握しやすく、また、立体オブジェクトを動かす際の動きが予測しやすく、扱いやす
い。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、階層化されている情報を、その階層関係をわかりやすく出力すること
ができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、情報処理装置等の実施形態について図面を参照して説明する。なお、実施の形態
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において同じ符号を付した構成要素は同様の動作を行うので、再度の説明を省略する場合
がある。
【００１８】
　（実施の形態）
　図１は、本実施の形態における情報処理装置のブロック図である。
【００１９】
　情報処理装置１は、形状情報格納部１０１、配置用情報格納部１０２、配置指定情報格
納部１０３、面情報取得部１０４、オブジェクト配置情報格納部１０５、変更指示受付部
１０６、オブジェクト配置情報更新部１０７、操作入力受付部１０８、配置用情報変更部
１０９、検索指示受付部１１０、検索部１１１、配置指定情報更新部１１２、画像情報構
成部１１３、および出力部１１４を具備する。
【００２０】
　本実施の形態にかかる情報処理装置１は、例えば、コンピュータや、携帯電話や、ＰＤ
Ａ（携帯情報端末）、携帯電話と情報端末とを組み合わせた高機能携帯電話、携帯型デジ
タル音楽プレーヤ、テレビ等の表示デバイスを有するオーディオビジュアル機器等の情報
機器である。かかることは他の実施の形態においても同様である。
【００２１】
　形状情報格納部１０１には、第一、第二及び第三の面を有する立体のオブジェクトであ
る立体オブジェクトの形状を指定する情報である形状情報が格納され得る。形状情報とは
、仮想３Ｄ空間内で使えるオブジェクトの形状等を定義する情報である。形状情報は、例
えば、立体オブジェクトのいわゆるモデリング情報である。ここで述べる立体オブジェク
トは、例えば３Ｄオブジェクトや３Ｄモデルや立体モデルと呼ばれるものも含む。形状情
報は、立体オブジェクトの頂点の座標の情報や、ベクトルを示す情報や、境界線や面等を
表現する方程式のパラメータの情報等である。立体オブジェクトは、通常、面を定義する
情報、あるいは面を定義可能な情報を有しており、１以上の面により構成されている。立
体オブジェクトは、例えば、面の構成方法によって、ポリゴンモデリングや、自由曲面を
利用したモデリング等に分類できる。形状情報には、立体オブジェクトを出力する際の、
立体オブジェクトの色や、透明度、反射、屈折率、バンプなどの設定項目の情報を含んで
も良い。形状情報格納部１０１には、１以上の立体オブジェクトの形状情報が格納され得
る。形状情報のサイズ等の単位等は、絶対的な単位であっても、相対的な単位であっても
良い。ここで述べる立体オブジェクトは、少なくとも第一、第二及び第三の面を有する立
体オブジェクトである。例えば、立体オブジェクトの形状は、円柱や角柱や、六面体や八
面対等の多面体である。立体オブジェクトは、立方体であることが好ましい。第一～第三
の面が、立体オブジェクトのどの面であるかは問わない。第二の面および第三の面は、例
えば、第一の面に隣接する面である。第一の面は、例えば、デフォルトで正面に配置され
る面であることが好ましい。また、第二の面は、立体オブジェクトが立方体もしくは直方
体である場合、側面であることが好ましい。また、第三の面は、立体オブジェクトが立方
体もしくは直方体である場合、上面であることが好ましい。ただし、第二の面が上面で、
第三の面が側面であっても良い。あるいは、第二の面および第三の面がそれぞれ左右の側
面であっても良い。なお、立体オブジェクトの第一～第三の面は、どのように指定されて
も良い。たとえば、第一の面を指定する情報や、第二、および第三の面を指定する情報は
、形状情報に予め含まれているようにしても良い。また、第一の面を指定する情報が形状
情報に予め含まれているようにして、第二、および第三の面は、第一の面との位置関係に
応じて決定されても良い。また、各面が、ランダムに決定されても良い。形状情報格納部
１０１は、不揮発性の記録媒体が好適であるが、揮発性の記録媒体でも実現可能である。
【００２２】
　配置用情報格納部１０２は、立体オブジェクトを構成する面に配置可能な情報であって
、階層化された１以上の情報である配置用情報が格納され得る。配置用情報は、立体オブ
ジェクトの面に対する配置の対象となる情報と考えても良い。階層化されたデータとは、
ツリー構造化されたデータや、グループ化されたデータや、ネスト化されたデータと考え
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ても良い。階層化された情報は、例えば、タグ等の包含関係等を示す情報を用いて階層化
された情報である。例えば、階層化された情報は、ＸＭＬ形式で示される情報である。こ
の場合、階層化された各情報は、１以上のタグが付けられた情報である。例えば、タグの
包含関係により、タグがつけられた情報の階層の深さ、包含関係が定義されることとなる
。なお、タグ付けられた情報は、タグを含んでも良いし、含まなくても良い。また、配置
用情報の階層関係は、どのように管理されていても良い。例えば、配置用情報の階層関係
は、図示しない格納部等に格納される階層関係を管理するための情報や、階層関係を管理
するためのテーブルや、データベース等を用いて管理されていても良い。配置用情報がタ
グ付けられた情報である場合、配置用情報自身が、階層関係を管理する情報を含むものと
なる。なお、階層化された１以上の情報が、リンク先等を指定する情報である場合、この
リンク先の情報を実際の階層化された情報と考えても良い。配置用情報は、立体オブジェ
クトを構成する面に配置して出力、例えば表示可能な情報であれば、静止画や動画等の画
像情報や、テキスト情報、アプリケーション等の、どのような情報であっても良い。また
、ここで述べる配置とは、いわゆる立体オブジェクトの面に対する画像情報等のマッピン
グと考えても良い。また、配置用情報は、マッピング対象となる情報、例えばテクスチャ
情報、もしくはその一部と考えても良い。配置用情報が蓄積される過程等は問わない。例
えば、図示しない受付部等が受け付けた配置用情報を蓄積するようにしてもよい。また、
ここでの格納とは、メモリ等による一時的なデータの格納も含む概念である。配置用情報
格納部１０２は、不揮発性の記録媒体が好適であるが、揮発性の記録媒体でも実現可能で
ある。
【００２３】
　配置指定情報格納部１０３には、立体オブジェクトを構成する第一の面に配置する配置
用情報を指定する情報である配置指定情報が格納され得る。配置指定情報は、具体的には
配置用情報格納部１０２に格納されている情報のうちの、第一の面に配置される情報を指
定可能な情報であれば、どのような情報であっても良い。また、どのように情報を指定す
る情報であっても良い。例えば、第一の面に配置する配置用情報自身やその一部、もしく
は配置用情報を識別する情報を指定する情報であっても良い。また、例えば第一の面に配
置する配置用情報に付与されているタグ等を用いて、タグ付けられた配置用情報を指定す
る情報であっても良い。また、ツリー化された情報が格納されているパスを指定する情報
を用いて、第一の面に配置する配置用情報を指定する情報であってもよい。第一の面に配
置される配置用情報は１以上であれば良く、例えば、同じノードの同じ階層に属する複数
の配置用情報を第一の面に配置する配置用情報としても良い。配置指定情報が蓄積される
過程等は問わない。例えば、図示しない受付部等が受け付けた配置指定情報を蓄積するよ
うにしてもよい。また、ここでの格納とは、メモリ等による一時的なデータの格納も含む
概念である。配置指定情報格納部１０３は、不揮発性の記録媒体が好適であるが、揮発性
の記録媒体でも実現可能である。
【００２４】
　面情報取得部１０４は、配置指定情報が指定する配置用情報である指定配置用情報を、
配置用情報格納部１０２から取得する。また、面情報取得部１０４は、配置指定情報が指
定する指定配置用情報の直系の下位の階層の配置用情報である下位配置用情報を、配置用
情報格納部１０２から取得する。また、面情報取得部１０４は、指定配置用情報と同じ階
層の配置用情報である同階層配置用情報を、配置用情報格納部１０２から取得する。面情
報取得部１０４は、配置用情報格納部１０２に格納されている配置用情報の階層関係を示
す情報を用いて、指定配置用情報と、下位配置用情報と、同階層配置用情報とを取得する
。指定配置用情報と、下位配置用情報と、同階層配置用情報とは、それぞれ１の配置用情
報であっても、２以上の配置用情報であっても良い。なお、指定配置用情報と同じ階層の
配置用情報とは、ここでは特に、直系の１以上の所定の階層だけ上位の階層の配置用情報
が、指定配置用情報の直系の上位の配置用情報と同じとなる配置用情報である。つまり、
指定配置用情報および同階層配置用情報は、共通する一の配置用情報に対して、所定階層
数だけ下位の配置用情報となる。なお、後述する配置指定情報更新部１１２等により、配
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置指定情報が更新された場合、面情報取得部１０４は、更新した配置指定情報を用いて、
指定配置用情報と、下位配置用情報と、同階層配置用情報とを取得するようにしても良い
。面情報取得部１０４が取得した、配置用情報である指定配置用情報と、下位配置用情報
と、同階層配置用情報とは、例えば図示しない管理情報等により管理される。面情報取得
部１０４は、通常、ＭＰＵやメモリ等から実現され得る。面情報取得部１０４の処理手順
は、通常、ソフトウェアで実現され、当該ソフトウェアはＲＯＭ等の記録媒体に記録され
ている。但し、ハードウェア（専用回路）で実現しても良い。
【００２５】
　オブジェクト配置情報格納部１０５は、立体オブジェクトの配置を指定する情報である
オブジェクト配置情報が格納され得る。ここで述べる配置とは、例えば、仮想三次元空間
内における配置である。この配置は、例えば、立体オブジェクトの位置と方向との組み合
わせを有する概念である。オブジェクト配置情報は、立体オブジェクトの配置を結果的に
指定可能な情報であればよく、例えば、立体オブジェクトが配置される位置の座標や、立
体オブジェクトの方向を指定する情報、例えばベクトル情報等である。また、立体オブジ
ェクトの大きさ等を指定する情報であっても良い。立体オブジェクトの位置を指定する座
標は、仮想三次元空間内に設定された絶対的な座標であっても良いし、他の立体オブジェ
クト等に対して設定された相対的な座標であっても良い。また、立体オブジェクトの位置
を指定する座標は、立体オブジェクトを構成する辺等が集まる頂点の座標であっても良い
し、立体オブジェクトの中心等の位置の座標であっても良い。なお、後述する画像情報構
成部１１３は、このオブジェクト配置情報を読み出して、このオブジェクト配置情報が示
す仮想三次元空間内の位置に立体オブジェクトを配置した画像情報を構成することとなる
。なお、ここではオブジェクト配置情報と立体オブジェクトの形状情報とをそれぞれ設け
た場合について説明するが、オブジェクト配置情報を形状情報内に含めるようにしても良
い。例えば、形状情報の頂点の情報を、例えば、絶対座標とすることで、形状情報をオブ
ジェクト配置情報として用いて、立体オブジェクトの配置も指定可能となる。なお、オブ
ジェクト配置情報格納部１０５と、形状情報格納部１０１とを一の格納部で実現するよう
にしても良く、オブジェクト配置情報を形状情報に含ませるようにしても良い。なお、オ
ブジェクト配置情報がない場合、立体オブジェクトは、予め指定された位置に、予め指定
された方向に向けて配置されてもよいし、配置される位置や向きをランダムに決定しても
良い。オブジェクト配置情報格納部１０５は、不揮発性の記録媒体が好適であるが、揮発
性の記録媒体でも実現可能である。
【００２６】
　変更指示受付部１０６は、立体オブジェクトの配置に対する変更指示を受け付ける。こ
こで述べる受付とは、例えば、入力手段からの受付や、他の機器等から送信される入力信
号の受信や、記録媒体等からの情報の読み出し等である。変更指示は、例えば、立体オブ
ジェクトの配置を変更させるためのコマンド、例えば「ｘ軸を回転軸として９０°回転」
というコマンド等であっても良いし、変更後の、立体オブジェクトの配置を指定する座標
の情報等でもよい。変更指示の入力手段は、テンキーやキーボードやマウスやメニュー画
面によるもの等、何でも良い。例えば、図示しないディスプレイ等に表示されている立体
オブジェクトの面の一部をクリックしたり、面や辺をドラッグすることにより、立体オブ
ジェクトの位置を仮想三次元空間内で移動させる指示を受け付けたり、立体オブジェクト
の向きを仮想三次元空間内で変更、例えば回転させる指示を受け付けるようにしても良い
。例えば、立体オブジェクトの側面の一つをクリックすることで、その面が正面を向くよ
うな配置の変更指示を受け付けても良い。このように、表示されている立体オブジェクト
に対するマウス等を用いた操作により、配置を変更する指示を受け付けることが、ユーザ
による直感的な操作を受け付ける受けで好ましい。変更指示受付部１０６は、テンキーや
キーボードやマウス等の入力手段のデバイスドライバーや、メニュー画面の制御ソフトウ
ェア等で実現され得る。
【００２７】
　オブジェクト配置情報更新部１０７は、変更指示受付部１０６が受け付けた変更指示に
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応じて、オブジェクト配置情報格納部１０５に格納されている当該変更指示の対象となる
立体オブジェクトのオブジェクト配置情報を更新する。例えば、変更指示が、変更後の座
標の情報や向きの情報等を含む場合、この変更後の座標の情報や向きの情報等でオブジェ
クト配置情報を更新するようにすればよい。また、変更指示が配置の変更を指示するコマ
ンド等である場合、このコマンドと現在のオブジェクト配置情報とから、変更後の座標の
情報や向きの情報等を算出し、この算出した情報で、オブジェクト配置情報を更新するよ
うにすればよい。オブジェクト配置情報更新部１０７は、通常、ＭＰＵやメモリ等から実
現され得る。オブジェクト配置情報更新部１０７の処理手順は、通常、ソフトウェアで実
現され、当該ソフトウェアはＲＯＭ等の記録媒体に記録されている。但し、ハードウェア
（専用回路）で実現しても良い。なお、オブジェクト配置情報が、上述したように形状情
報に含まれるものとなっている場合、変更指示に応じて、形状情報を変更することが、実
質的にオブジェクト配置情報を更新することとなる。
【００２８】
　操作入力受付部１０８は、立体オブジェクトを構成する１以上の面に配置されている配
置用情報に対する操作を受け付ける。例えば、操作入力受付部１０８は、後述する出力部
１１４等により出力、例えば表示されている立体オブジェクトの一つの面を、ユーザ等が
ポインティングデバイス等の入力デバイス等を介して指定し、変更内容を指示する情報を
キーボード等の入力デバイス等を介して入力した場合に、この指定された面に配置されて
いる配置用情報に対して、入力された変更内容を指示する情報に従った変更を加える操作
を受け付ける。あるいは、立体オブジェクトの一つの面に配置されている配置用情報を指
定した場合に、その配置用情報に対して変更を加える操作を受け付けても良い。ここで述
べる操作とは、例えば、配置用情報に対して変更を加えるための指示を与えること等であ
る。操作を、操作を指示する情報と考えても良い。ここで述べる変更とは、配置用情報の
削除や、一部もしくは全体の置換や追加である。置換や追加は更新と考えても良い。また
、追加は定義を加えることと考えても良い。また、新規の配置用情報を加えることも、追
加（定義）と考えても良い。操作入力受付部１０８は、配置用情報の指定するための操作
や、変更内容を指定するための操作を、どのように受け付けてもよい。例えば、表示され
ている立体オブジェクトの一の面や、一の面に配置されている配置用情報上に、ポインタ
等やカーソル等を配置してキーボードやマウスボタン等の操作により指定することで、変
更対象となる配置用情報が配置されている立体オブジェクトの面や、変更対象となる配置
用情報についての指定を受け付けても良い。また、変更内容については、キーボードやメ
ニュー等を介して入力される情報を受け付けるようにしても良い。ここで述べる受付とは
、例えば、入力手段からの受付や、他の機器等から送信される入力信号の受信や、記録媒
体等からの情報の読み出し等である。操作を与えるための入力手段は、テンキーやキーボ
ードやマウスやメニュー画面によるもの等、何でも良い。操作入力受付部１０８は、テン
キーやキーボード等の入力手段のデバイスドライバーや、メニュー画面の制御ソフトウェ
ア等で実現され得る。
【００２９】
　配置用情報変更部１０９は、操作入力受付部１０８が受け付けた操作に応じて、配置用
情報格納部１０２に格納されている操作の対象となる配置用情報を変更する。具体的には
、操作入力受付部１０８が受け付けたユーザ等による操作が指示する配置用情報に対して
、操作が指示する変更を行う。具体的には、操作が指示する、削除や置換や追加、あるい
はこれらを適宜組み合わせた変更を行う。これにより、例えば、配置用情報格納部１０２
に格納されている階層化された配置用情報、例えばタグ付けられた情報が、変更される。
操作が指示する配置用情報は、上述したような操作により指定される面に配置されている
配置用情報や、操作により直接指定された、面に配置されている配置用情報である。面に
配置されているとは、面上に表示されている配置用情報の参照元となる配置用情報、ある
いはレンダリング時に利用された配置用情報と考えても良い。この配置用情報の変更をト
リガーとして、変更内容が反映されるように、面情報の取得や後述する出力等が、再度実
行されるようにすることが好ましい。配置用情報変更部１０９は、通常、ＭＰＵやメモリ
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等から実現され得る。配置用情報変更部１０９の処理手順は、通常、ソフトウェアで実現
され、当該ソフトウェアはＲＯＭ等の記録媒体に記録されている。但し、ハードウェア（
専用回路）で実現しても良い。
【００３０】
　検索指示受付部１１０は、第一から第三の面のいずれかの面に配置されている配置用情
報を指定した検索を行う指示である検索指示を受け付ける。例えば、操作入力受付部１０
８は、後述する出力部１１４等により出力、例えば表示されている立体オブジェクトの一
の面を、ユーザ等がポインティングデバイス等の入力デバイス等を介して指定し、検索を
指示する情報をキーボード等の入力デバイス等を介して入力した場合に、この指定された
面に配置されている配置用情報を指定した検索を行う指示を受け付ける。あるいは、立体
オブジェクトの一の面に配置されている配置用情報を指定した場合に、その配置用情報を
指定した検索指示を受け付けても良い。「配置用情報を指定した検索を行う」とは、後述
するように、指定された配置用情報と同じ階層のデータを検索対象とした検索を行うこと
を意味する。指定した配置用情報と同じ項目の配置用情報や、あるいは同じタグを有する
配置用情報を検索対象とした検索を行うことと考えても良い。検索指示は、通常、検索キ
ーとなる情報を含む情報である。検索キーは文字列等の情報であってもよいし、数値等の
範囲を指定する情報等であってもよい。また、検索式と考えても良い。ここで述べる受付
とは、例えば、入力手段からの受付や、他の機器等から送信される入力信号の受信や、記
録媒体等からの情報の読み出し等である。なお、検索指示受付部１１０の受け付ける検索
指示は、後述するように第一の面に配置される指定配置用情報と、第二の面に配置される
下位配置用情報についての検索指示であることが好ましい。検索指示の入力手段は、テン
キーやキーボードやマウスやメニュー画面によるもの等、何でも良い。検索指示受付部１
１０は、テンキーやキーボード等の入力手段のデバイスドライバーや、メニュー画面の制
御ソフトウェア等で実現され得る。
【００３１】
　検索部１１１は、検索指示受付部１１０が受け付けた検索指示に応じて、検索指示によ
り指定された配置用情報に対して同じ階層にある配置用情報を検索対象とした検索を行う
。検索部１１１は、具体的には、検索指示に含まれる検索キーを用いて、配置用情報格納
部１０２に格納されている、検索指示により指定された配置用情報に対して同じ階層にあ
る配置用情報のうちの、検索キーに一致する配置用情報を検索する。なお、検索処理につ
いては公知技術であるので詳細な説明は省略する。検索部１１１は、通常、ＭＰＵやメモ
リ等から実現され得る。検索部１１１の処理手順は、通常、ソフトウェアで実現され、当
該ソフトウェアはＲＯＭ等の記録媒体に記録されている。但し、ハードウェア（専用回路
）で実現しても良い。
【００３２】
　配置指定情報更新部１１２は、検索により検出された配置用情報に対する階層関係が、
検索指示により指定された配置用情報に対する指定配置用情報の階層関係と同じ関係であ
る配置用情報を指定する配置指定情報を取得し、当該配置指定情報により、配置指定情報
格納部１０３に格納されている配置指定情報を更新する。例えば、検索指示が指定する配
置用情報が指定配置用情報であった場合、検索指示により指定された配置用情報と指定配
置用情報との階層関係が同じ、即ち一致するため、検索により検出された配置用情報を指
定するための配置指定情報を取得して、この配置指定情報で格納されている配置指定情報
を更新する。また、例えば、検索指示が指定する検索指示が指定する配置用情報が下位配
置用情報であった場合、検索指示により指定された配置用情報が指定配置用情報に対して
直系の下位の階層である配置用情報となるため、検索により検出された配置用情報の直系
の上位の階層の配置用情報を指定するための配置指定情報を取得して、この配置指定情報
で格納されている配置指定情報を更新する。ここで述べる更新とは、通常は置換であるが
、追加等と考えても良い。また、更新前のデータを、もとに戻せるよう、保存しておいて
も良い。この配置指定情報の更新をトリガーとして、更新内容が反映されるように、面情
報の取得や後述する出力等が、再度実行されるようにすることが好ましい。配置指定情報
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更新部１１２は、通常、ＭＰＵやメモリ等から実現され得る。配置指定情報更新部１１２
の処理手順は、通常、ソフトウェアで実現され、当該ソフトウェアはＲＯＭ等の記録媒体
に記録されている。但し、ハードウェア（専用回路）で実現しても良い。
【００３３】
　画像情報構成部１１３は、立体オブジェクトの形状情報を読み出し、当該読み出した形
状情報により形状が指定される立体オブジェクトの第一の面に面情報取得部１０４が取得
した指定配置用情報を、第二の面に面情報取得部１０４が取得した下位配置用情報を、ま
た、第三の面に面情報取得部１０４が取得した同階層配置用情報を、それぞれ配置した画
像情報を構成する。画像情報構成部１１３は、具体的には、面情報取得部１０４が取得し
た指定配置用情報と、下位配置用情報と、同階層配置用情報とを読み出して、上述した第
一～第三の面上に配置した画像を構成する。第一～第三の面と、これらの面に配置される
指定配置用情報、下位配置用情報、および同階層配置用情報との対応関係は、例えば、予
め指定されており、対応関係を示す管理情報は、例えば、図示しない格納部等に蓄積され
る。画像情報構成部１１３は、例えば、オブジェクト配置情報格納部１０５に格納されて
いるオブジェクト配置情報を読み出し、当該オブジェクト配置情報が指定する位置に、当
該オブジェクト配置情報が指定する向きとなるように配置した立体オブジェクトの画像を
構成する。配置用情報は、各面の配置にあわせて、形状が変更されて配置される。画像情
報構成部１１３が構成する画像情報は、例えば最終的に表示等の出力を行う際に利用され
る画像情報である。この画像情報は、例えばビットマップデータ等である。また、テキス
トの情報等から表示用の画像情報、例えば、ビットマップデータ等を構成することも、こ
の画像情報を構成する処理に含まれる。立体オブジェクトの面に対して、画像情報やテキ
スト情報等の情報を配置して二次元の画像を構成する処理は、いわゆるレンダリング処理
と呼ばれる処理であり、公知技術であるのでここでは、説明を省略する。また、この画像
情報を構成する処理において、形状情報等が有する立体オブジェクトの色や、透明度、反
射、屈折率、バンプなどの設定項目の情報を用いて、レンダリングを行うようにしても良
い。画像情報構成部１１３は、通常、ＭＰＵやＧＰＵ（Ｇｒａｐｈｉｃｓ　Ｐｒｏｃｅｓ
ｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）やメモリ等から実現され得る。画像情報構成部１１３の処理手順は
、通常、ソフトウェアで実現され、当該ソフトウェアはＲＯＭ等の記録媒体に記録されて
いる。但し、ハードウェア（専用回路）で実現しても良い。
【００３４】
　出力部１１４は、画像情報構成部１１３が構成した画像情報を出力する。ここで述べる
出力とは、ディスプレイへの表示、プロジェクターを用いた投影、外部の装置への送信、
記録媒体への蓄積、他の処理装置や他のプログラム等への処理結果の引渡し等を含む概念
である。出力部１１４は、ディスプレイ等の出力デバイスを含むと考えても含まないと考
えても良い。出力部１１４は、出力デバイスのドライバーソフトまたは、出力デバイスの
ドライバーソフトと出力デバイス等で実現され得る。
【００３５】
　次に、情報処理装置の動作について図２のフローチャートを用いて説明する。
【００３６】
　（ステップＳ２０１）情報処理装置１は、立体オブジェクトの出力を行うか否かを判断
する。例えば、ユーザ等から図示しない受付部等を介して、出力する指示を受け付けたか
否かを判断する。あるいは、情報処理装置１に電源が投入された直後に、出力を行うこと
を判断しても良い。出力を行う場合、ステップＳ２０２に進み、出力を行わない場合、ス
テップＳ２０１に戻る。
【００３７】
　（ステップＳ２０２）面情報取得部１０４は、配置指定情報格納部１０３に格納されて
いる配置指定情報を読み出す。
【００３８】
　（ステップＳ２０３）面情報取得部１０４は、ステップＳ２０２において読み出した配
置指定情報に応じて、立体オブジェクトの面に配置するための配置用情報を、配置用情報
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格納部１０２から読み出す。具体的には、配置指定情報が指定する配置用情報である指定
配置用情報を読み出す。また、指定配置用情報の下位の階層の配置用情報である下位配置
用情報を読み出す。また、指定配置用情報と同じ階層にある配置用情報である同階層配置
用情報を読み出す。読み出した配置用情報は、図示しないメモリ等の記憶媒体等に一時記
憶しておく。
【００３９】
　（ステップＳ２０４）画像情報構成部１１３は、形状情報格納部１０１から立体オブジ
ェクトの形状情報を読み出す。
【００４０】
　（ステップＳ２０５）画像情報構成部１１３は、ステップＳ２０４において読み出した
形状情報に対応するオブジェクト配置情報を取得する。
【００４１】
　（ステップＳ２０６）画像情報構成部１１３は、ステップＳ２０３で読み出した配置用
情報と、ステップＳ２０４で読み出した形状情報と、ステップＳ２０５で読み出したオブ
ジェクト配置情報とを用いて、立体オブジェクトの画像を構成する。具体的には、立体オ
ブジェクトの形状は、ステップＳ２０４で読み出した形状情報が指定する形状に設定する
。また、立体オブジェクトの位置及び向きは、ステップＳ２０５で読み出したオブジェク
ト配置情報が指定する位置及び向きに設定する。立体オブジェクトの第一の面に配置する
画像を、ステップＳ２０３で読み出した指定配置用情報が示す画像に設定する。また、第
二の面に配置する画像を、ステップＳ２０３で読み出した下位配置用情報が示す画像に設
定する。また、第三の面に配置する画像を、ステップＳ２０４で読み出した同階層配置用
情報が示す画像に設定する。そして、このように設定された立体オブジェクトの画像を、
画像情報構成部１１３が構成する。例えば、これらの設定に応じた立体オブジェクトの画
像をレンダリングする。なお、第一～第三の面が、立体オブジェクトのどの面であるかを
示す情報は、例えば、予め形状情報に含まれているものとする。
【００４２】
　（ステップＳ２０７）出力部１１４は、ステップＳ２０６により構成した画像情報を出
力する。例えば、出力部１１４は、図示しないモニタ等に表示する。
【００４３】
　（ステップＳ２０８）変更指示受付部１０６は、出力されている立体オブジェクトに対
する配置を変化させるための変更指示を、入力デバイス等を介して受け付けたか否かを判
断する。ここで述べる配置は方向等を含む概念であると考えても良い。受け付けた場合、
ステップＳ２０９に進み、受け付けていない場合、ステップＳ２１０に進む。
【００４４】
　（ステップＳ２０９）オブジェクト配置情報更新部１０７は、ステップＳ２０８におい
て受け付けた変更指示に応じたオブジェクト配置情報を取得して、オブジェクト配置情報
格納部１０５に格納されているオブジェクト配置情報を更新する。例えば、オブジェクト
配置情報更新部１０７は、変更指示が指定する位置を立体オブジェクトを配置する位置に
指定するオブジェクト配置情報を取得する。そして、ステップＳ２０５に戻る。
【００４５】
　（ステップＳ２１０）操作入力受付部１０８は、操作入力を受け付けたか否かを判断す
る。受け付けた場合、ステップＳ２１１に進み、受け付けていない場合、ステップＳ２１
２に進む。操作入力は、例えば、操作対象となる配置用情報を指定するための情報と、変
更する内容を指定する情報との組み合わせ等である。変更する内容を指定する情報とは、
例えば、配置用情報を追加する場合、追加する指示と、追加する情報とを組み合わせた情
報である。
【００４６】
　（ステップＳ２１１）配置用情報変更部１０９は、ステップＳ２１０において受け付け
た操作入力に応じて、配置用情報格納部１０２に格納されている配置用情報を変更する。
そして、ステップＳ２０３に戻る。
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【００４７】
　（ステップＳ２１２）検索指示受付部１１０は、検索指示を受け付けたか否かを判断す
る。検索指示は、例えば、配置用情報を指定する情報と、検索キーとを組み合わせた情報
である。検索指示を受け付けた場合、ステップＳ２１３に進み、受け付けていない場合、
ステップＳ２０８に進む。
【００４８】
　（ステップＳ２１３）検索部１１１は、ステップＳ２１２において受け付けた検索指示
に応じて、検索を実行する。例えば、検索部１１１は、検索指示により指定される配置用
情報と同じ階層の配置用情報のなかから、検索指示に含まれる検索キーと一致する情報を
有する配置用情報を検出する。なお、検索の結果、配置用情報が検索されなかった場合、
検索結果がなかった旨を表示するようにして、ステップＳ２０８等に戻るようにしても良
い。
【００４９】
　（ステップＳ２１４）配置指定情報更新部１１２は、検索結果に対応した配置指定情報
を取得する。具体的には、配置指定情報更新部１１２は、ステップＳ２１３の検索結果と
して検出された配置用情報に対する階層関係が、検索指示により指定された配置用情報に
対する指定配置用情報の階層関係と同じ関係である配置用情報を指定する配置指定情報を
取得する。
【００５０】
　（ステップＳ２１５）配置指定情報更新部１１２は、ステップＳ２１４において取得し
た配置指定情報を用いて、配置指定情報格納部１０３に格納されている配置指定情報を更
新する。例えば、取得した配置指定情報で、格納されていた配置指定情報を上書きする。
そして、ステップＳ２０２に戻る。
【００５１】
　なお、ここでは、立体オブジェクトが一つである場合について説明したが、複数の立体
オブジェクトを出力する場合等においては、立体オブジェクト毎に、上記のステップＳ２
０２からステップＳ２０６までの処理を繰り返すようにしたり、これらの各ステップの処
理を、各立体オブジェクト毎に行うようにしてもよい。
【００５２】
　なお、図２のフローチャートにおいて、電源オフや処理終了の割り込みにより処理は終
了する。
【００５３】
　以下、本実施の形態における情報処理装置の具体的な動作について説明する。ここでは
、情報処理装置１により、商品についてのカタログを表示する場合を例に挙げて説明する
。ここでは、立体オブジェクトが立方体である場合を例に挙げて説明する。
【００５４】
　図３は、形状情報格納部１０１に格納されている形状情報を管理するための形状情報管
理表である。形状情報は、ここでは例として、ユーザ等により予め作成され、蓄積されて
いるものとする。形状情報管理表は、「オブジェクトＩＤ」、「サイズｘ」、「サイズｙ
」、「サイズｚ」という属性を有している。「オブジェクトＩＤ」は立体オブジェクトを
識別するための識別情報である。「サイズｘ」は、立体オブジェクトのｘ軸方向の長さ、
すなわち幅である。「サイズｙ」は、立体オブジェクトのｙ軸方向の長さ、すなわち高さ
である。「サイズｚ」は、立体オブジェクトのｚ軸方向の長さ、すなわち奥行きである。
ただし、ここで述べるｘ軸、ｙ軸、ｚ軸は、立体オブジェクト自身に設定されるｘ軸、ｙ
軸、ｚ軸であり、仮想三次元空間に設定される絶対的なＸ軸、Ｙ軸、Ｚ軸とは異なる。立
体オブジェクト自身に設定されるｘ軸、ｙ軸、ｚ軸の原点は、例えば、立体オブジェクト
の中心や重心に設定される。なお、各サイズの単位等は、ピクセル等どのような単位であ
っても良い。ここでは、形状情報管理表により、２つの立体オブジェクトの形状砲情報が
管理されている。
【００５５】
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　図４は、オブジェクト配置情報格納部１０５に格納されているオブジェクト配置情報を
管理するためのオブジェクト配置情報管理表である。オブジェクト配置情報は、ここでは
例として、ユーザ等により予め作成され、蓄積されているものとする。オブジェクト配置
情報は、「オブジェクトＩＤ」、「座標（Ｘ，Ｙ，Ｚ）」、および「回転角度（ｘ，ｙ，
ｚ）」という属性を有している。「オブジェクトＩＤ」は、立体オブジェクトを識別する
ための識別情報であり、上述した形状情報の「オブジェクトＩＤ」と対応している。「座
標（Ｘ，Ｙ，Ｚ）」は、同じレコードの「オブジェクトＩＤ」が示す立体オブジェクトが
配置される仮想三次元空間内の座標を示す情報であり、ここでは、立体オブジェクトの中
心の座標である場合について説明する。ここでは、この座標の値は、仮想三次元空間内の
絶対座標であるとする。なお、ここでは、仮想三次元空間内の横方向（幅方向）をＸ軸、
縦方向（高さ方向）をＹ軸、奥行き方向をＺ軸とする。また、「回転角度（ｘ、ｙ、ｚ）
」は、立体オブジェクトのｘ軸、ｙ軸、ｚ軸をそれぞれ回転軸とした回転角度を示す。回
転角度は、立体オブジェクトの配置される方向を示す情報と考えても良い。なお、それぞ
れの値が（０，０，０）である場合、立体オブジェクトのｘ軸、ｙ軸、ｚ軸が、それぞれ
仮想三次元空間内のＸ軸、Ｙ軸、Ｚ軸に平行に配置されるものとする。
【００５６】
　なお、ここでは説明を省略しているが、上述した形状情報には、立体オブジェクトの第
一～第三の面を指定する情報が含まれているものとする。第一～第三の面を指定する情報
は、例えば、立体オブジェクトの座標を用いて定義される面を指定する情報である。ここ
では、第一の面は、オブジェクト配置情報が、図４に示したような値である場合における
、立方体である立体オブジェクトの正面の面であるとする。即ち立体オブジェクトを構成
する面のうちの、立体オブジェクトのｚ軸に垂直であって、デフォルトで最も手前に位置
する面であるとする。また、第二の面は、立体オブジェクト自身からみて、立体オブジェ
クトの左側面であるとする。また、第三の面は、立体オブジェクトの上面であるとする。
第一～第三の面を指定する情報は、ここでは例として、それぞれの面に相当する立体オブ
ジェクトの面の三以上の頂点の座標を指定する情報であるとする。ただし、立体オブジェ
クトを構成する面のうちの、第一～第三の面に相当する面の中心の座標等を指定する情報
であっても良い。なお、ここでの座標とは、立体オブジェクト内に設定される座標軸を用
いて表される座標であるとする。このため、立体オブジェクトの向き等が変更されても、
第一～第三の面を指定する情報は変化しない。つまり、第一～第三の面は、立体オブジェ
クトに対して、予め固定されている面と考えて良い。
【００５７】
　図５は、立体オブジェクトと、第一～第三の面の関係を示すための図である。第一の面
６１は、立体オブジェクトの正面である。また、第二の面６２は、立体オブジェクトの左
側面である。また、第三の面６３は、立体オブジェクトの上面である。図に示す座標軸は
、立体オブジェクトに設定される座標軸を示すものである。
【００５８】
　図６は、配置用情報格納部１０２に格納されている配置用情報を示す図である。ここで
は、例として配置用情報がＸＭＬ形式の情報を構成している場合について説明する。ただ
し、配置用情報は、ＸＭＬ形式の情報でなくても良く、例えば、情報を項目や属性別等に
参照可能な形式のデータであれば良い。図６に示したＸＭＬ形式の情報においては、便宜
上、各配置用情報は、開始タグと終了タグと、これらのタグにより直接囲まれた情報とで
構成される情報であると考える。「直接囲まれた」とは、タグとタグに挟まれる情報であ
る要素との間に、他のタグが入らないことを示す。例えば、「＜商品名＞」と「＜／商品
名＞」とで区切られた範囲のタグ付けられた情報が、一の商品の商品名を示す配置用情報
である。同様に、「＜ジャンル名＞」と「＜／ジャンル名＞」とで区切られた範囲のタグ
付けられた情報が、一のジャンルのジャンル名を示す配置用情報である。また、「＜価格
＞」と「＜／価格＞」とで区切られた範囲のタグ付けられた情報が、一の商品の詳細につ
いて示す情報のうちの価格を示す配置用情報である。なお、配置用情報として、ファイル
等を指定する情報、例えばリンク情報が含まれる場合、これにより指定されたファイルの
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情報が配置用情報となる。リンク先の情報は、画像を構成する際等に適宜読み出される。
配置用情報は、ここでは例として、ユーザ等により予め作成され、蓄積されているものと
する。ここでは、商品を示す配置用情報は、商品のジャンル別に分類されているものとす
る。また、各商品を示す配置用情報の下位の配置用情報として、各商品の詳細を示す情報
であるタグ付けられた情報が予め用意されているものとする。
【００５９】
　また、ここでは、例として、配置用情報の階層関係が、階層関係を示すタグにより、指
定されているものとする。具体的には、図５において、「ジャンル」タグは、予め定義さ
れている最上位の階層である第一階層を示すタグであるとする。また、「商品」タグは、
第一階層よりも一階層だけ下位の階層である第二階層を示すための、予め定義されている
タグであるとする。また、「詳細」タグは、第二階層よりも一階層だけ下位の階層である
第三階層を示すための、予め定義されているタグであるとする。即ち、ジャンル、商品、
詳細は、階層を示すタグと考えても良い。なお、これらのタグがどのような階層関係を示
すものであるかを示す情報等は、タグを定義する情報として、予め図示しない格納部等に
格納されているものとする。
【００６０】
　例えば、「＜商品＞」と「＜／商品＞」とで区切られた範囲のタグ付けられた情報が、
一の商品についての配置用情報である。同様に、「＜ジャンル名＞」と「＜／ジャンル名
＞」とで区切られた範囲のタグ付けられた情報が、ジャンル名や一のジャンルに属する商
品等の、一のジャンルに関連した配置用情報である。なお、タグで囲まれた情報を、ここ
では要素と呼ぶ。
【００６１】
　また、タグ付けられた情報の属する階層は、タグ付けられた情報を挟んでいるタグのう
ちの、最も低い階層を示すタグが示す階層であるとする。例えば、図５においては、「＜
商品名＞」というタグ付けられた「洗濯機」という情報は、「＜商品＞」という階層を示
すタグと、「＜ジャンル＞」という階層を示すタグに挟まれている。このため、この二つ
のタグの内の最も低い階層を示すタグである「＜商品＞」というタグが示す階層、即ち第
二階層が、洗濯機というタグ付けられた情報が属する階層となる。
【００６２】
　図７は、配置指定情報格納部１０３に格納されている配置指定情報を管理するための配
置指定情報管理表を示す図である。配置指定情報は、立体オブジェクトと対応付けて管理
されている。配置指定情報管理表は、「オブジェクトＩＤ」という属性と、「配置指定情
報」という属性とを有している。「オブジェクトＩＤ」は、図３に示したオブジェクトＩ
Ｄに相当する。「配置指定情報」は、同じレコードの「オブジェクトＩＤ」が示す立体オ
ブジェクトと対応付けられた配置指定情報である。
【００６３】
　まず、ユーザが、商品についてのカタログを表示させる指示を情報処理装置１に与えた
とする。
【００６４】
　情報処理装置１の面情報取得部１０４は、図７に示した配置指定情報のうちの、１番目
のレコードの「配置指定情報」である「洗濯機」を読み出す。そして、読み出した「洗濯
機」を検索キーとして、図６に示した配置用情報の中から、要素が「洗濯機」であるタグ
付けられた情報である配置用情報を検索する。ここでは、「＜商品名＞洗濯機＜／商品名
＞」という配置用情報が図６に示した配置用情報から検出されたとする。面情報取得部１
０４は、この検出した配置用情報と、同じノードの同じ階層に属する「＜商品写真＞ｗａ
ｓｈｉｎｇ．ｇｉｆ＜／商品写真＞」という配置用情報とを、対象配置用情報として取得
する。
【００６５】
　次に面情報取得部１０４は、この取得した対象配置用情報を用いて、下位配置用情報を
取得する。ここでは、対象配置用情報の直系の一階層下位の１以上の配置用情報を下位配
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置用情報として取得することを指定する情報が、図示しない記憶媒体等に予め蓄積されて
いるものとする。
【００６６】
　ここでは、「＜商品名＞洗濯機＜／商品名＞」という対象配置用情報を挟んでいる「＜
商品＞」というタグが、この「＜商品＞」というタグが示す階層に対して１階層だけ下位
の階層を示す「＜詳細＞」というタグを挟んでいる。このため、配置用情報の階層を示す
タグの包含関係から、「＜商品名＞洗濯機＜／商品名＞」という対象配置用情報の直系の
下位の配置用情報である、「＜詳細＞」というタグに挟まれた「＜価格＞１５万円＜／価
格＞＜仕様＞ドライ機能＜／仕様＞　＜メーカー＞○×電気＜／メーカー＞」という配置
用情報を、下位配置用情報として取得する。
【００６７】
　また、面情報取得部１０４は、上記の取得した対象配置用情報を用いて、同階層配置用
情報とを取得する。ここでは、対象配置用情報の直系である１階層上位の階層に従属する
配置用情報のうちの、対象配置用情報と同階層の配置用情報を、同階層配置用情報として
取得することを指定する情報が、図示しない記憶媒体等に予め蓄積されているものとする
。つまり、対象配置用情報と同階層の配置用情報であって、直系の１階層上位の階層が、
対象配置用情報と同じ階層である配置用情報を、同階層配置用情報として取得することを
指定する情報が予め蓄積されていると考えても良い。
【００６８】
　ここでは、「＜商品名＞洗濯機＜／商品名＞」という対象配置用情報を挟んでいる「＜
商品＞」というタグの直系の１階層上位のタグが、「＜ジャンル名＞家電＜／ジャンル名
＞」という要素を含む「＜ジャンル＞」というタグである。このため、この「＜ジャンル
名＞家電＜／ジャンル名＞」という要素を含む「＜ジャンル＞」というタグに挟まれた配
置用情報のうちの、「＜商品名＞洗濯機＜／商品名＞」という対象配置用情報と同じ階層
の配置用情報を同階層配置用情報として取得する。「＜商品名＞洗濯機＜／商品名＞」と
いう対象配置用情報と同じ階層の配置用情報は、「＜商品名＞洗濯機＜／商品名＞」とい
う対象配置用情報の属する階層を示すタグである「＜商品＞」というタグと同じタグに挟
まれた配置用情報である。ただし、「＜商品＞」よりも下位の階層の配置用情報は除外す
るようにする。ここでは、「＜商品名＞アイロン＜／商品名＞＜商品写真＞ｉｒｏｎ．ｇ
ｉｆ＜／商品写真＞」及び「＜商品名＞冷蔵庫＜／商品名＞＜商品写真＞ｒｅｆｒｉｇ．
ｇｉｆ＜／商品写真＞」という配置用情報を、同階層配置用情報として取得する。
【００６９】
　そして、面情報取得部１０４は、取得した対象配置用情報、下位配置用情報、および同
階層配置用情報を、配置指定情報が対応付けられている「オブジェクトＩＤ」と対応付け
て、図示しないメモリ等の記憶媒体に一時記憶する。
【００７０】
　また、同様に、図７に示した配置指定情報のうちの、２番目のレコードの配置指定情報
についても、同様に、対象配置用情報、下位配置用情報、および同階層配置用情報を取得
する。
【００７１】
　図８は、面情報取得部１０４が取得して蓄積した対象配置用情報、下位配置用情報、お
よび同階層配置用情報を管理する取得配置用情報管理表である。一の配置指定情報を用い
て取得された対象配置用情報、下位配置用情報、および同階層配置用情報は、一の配置指
定情報に対応付けられている「オブジェクトＩＤ」と対応付けて管理されている。なお、
ここでは、タグ付けられた配置用情報の要素だけを、対象配置用情報、下位配置用情報、
および同階層配置用情報として管理している場合を例に挙げて示しているが、タグ付けら
れた配置用情報全体、即ちタグも含めて、対象配置用情報、下位配置用情報、および同階
層配置用情報として管理するようにしても良いことはいうまでもない。
【００７２】
　つぎに、画像情報構成部１１３は図３に示した形状情報管理表を用いて「オブジェクト
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ＩＤ」が「ＯＢＪ１」である形状情報を読み出し、メモリ等に一時記憶する。
【００７３】
　また、図４に示したオブジェクト配置情報管理表から、立体オブジェクト「ＯＢＪ１」
に対応したオブジェクト配置情報を読み出す。具体的には、「オブジェクトＩＤ」が「Ｏ
ＢＪ１」であるレコードの「座標（Ｘ，Ｙ，Ｚ）」の値である「（１００，３００，１０
０）」、および「回転角度（ｘ，ｙ，ｚ）」の値である「（０，０，０）」を読み出す。
【００７４】
　そして、画像情報構成部１１３は、「オブジェクトＩＤ」が「ＯＢＪ１」である立体オ
ブジェクト（以下、立体オブジェクト「ＯＢＪ１」と称す）の形状情報が示す立体オブジ
ェクト「ＯＢＪ１」の画像情報を構成する。このとき、立体オブジェクト「ＯＢＪ１」の
配置、具体的には位置と向きは、オブジェクト配置情報管理表から読み出したオブジェク
ト配置情報が示す配置となるように設定する。なお、ここでは、立体オブジェクトの投影
図が構成されるように、座標軸が設定されているものとする。また、立体オブジェクトの
各面には、面情報取得部１０４が取得した配置用情報が配置される。ここでは、立体オブ
ジェクト「ＯＢＪ１」の正面である第一の面には、図７に示した対象配置用情報のうちの
、「ＯＢＪ１」に対応付けられた対象配置用情報が配置される。なお、ｗａｓｈｉｎｇ．
ｇｉｆというデータについては、リンク先のデータである「ｗａｓｈｉｎｇ．ｇｉｆ」と
いう画像情報が読み出されて、配置される。立体オブジェクト「ＯＢＪ１」の左側面であ
る第二の面には、図７に示した下位配置用情報のうちの、「ＯＢＪ１」に対応付けられた
下位配置用情報が配置される。また、立体オブジェクト「ＯＢＪ１」の上面である第三の
面には、図７に示した同階層配置用情報のうちの、「ＯＢＪ１」に対応付けられた同階層
配置用情報が配置される。画像情報構成部１１３は、例えば、これらの配置用情報をマッ
ピングデータとして用いて、立体オブジェクトのレンダリングを行うことで、立体オブジ
ェクトの画像情報を構成する。なお、ここでは、第一～第三の面上に配置される配置用情
報は、タグ付の情報のうちの、タグに挟まれた情報である要素のみとする。
【００７５】
　また、同様に、画像情報構成部１１３は、「オブジェクトＩＤ」が「ＯＢＪ２」である
立体オブジェクトについても、同様に、立体オブジェクトの画像情報を構成する。そして
、画像情報構成部１１３は、構成した複数の立体オブジェクトの画像情報を合成する。
【００７６】
　次に、出力部１１４が、画像情報構成部１１３が合成した画像情報を出力する。ここで
は、出力部１１４は、モニタ５０４に接続されており、当該モニタに合成した立体オブジ
ェクトの画像情報を表示する例を図８に示す。図９において、立体オブジェクト８０１は
立体オブジェクト「ＯＢＪ１」、立体オブジェクト８０２は、立体オブジェクト「ＯＢＪ
２」であるとする。なお、本実施の形態において座標の値や図に示される立体オブジェク
トの位置等については、説明のためのものであり、実際のサイズ等に合わせて正確に描か
れたものではない。かかることについては、他の実施の形態においても同様である。図９
に示すように、各立体オブジェクトは、それぞれが商品に対応しており、各商品の商品名
や写真が立体オブジェクトの第一の面である正面に表示されている。また、各商品につい
ての詳細な情報が立体オブジェクトの第二の面である左側面に表示されている。また、正
面に示されている商品に関連する商品、ここでは同じジャンルに属する商品の名称等が立
体オブジェクトの第三の面である上面に表示されている、このようにして、各商品とその
商品に関連する詳細な情報や、同じジャンルに属する他の商品との対応関係を、ユーザが
容易に把握できるように表示されることとなる。
【００７７】
　次に、ユーザが、モニタ５０４に表示されている立体オブジェクト「ＯＢＪ１」である
立体オブジェクト８０１に対して、配置を変更する指示を与えたとする。具体的には、マ
ウス等を操作して、立体オブジェクト「ＯＢＪ１」を立体オブジェクトのｙ軸を回転軸と
して立体オブジェクト自身からみて右まわりに９０°回転させる指示を与えたとする。こ
の操作によって、変更指示受付部１０６は、立体オブジェクト「ＯＢＪ１」について、ｙ
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軸を回転軸として、右回りに９０°回転させる指示を受け付けたとする。オブジェクト配
置情報更新部１０７は、この受け付けた角度を変更する指示に従って、立体オブジェクト
のｙ軸を回転軸として、この受け付けた角度分だけ、回転角度を変更したオブジェクト配
置情報を算出する。回転後のオブジェクト配置情報の回転角度（ｘ、ｙ、ｚ）は（０，９
０°，０）となる。この回転により、例えば、立体オブジェクトのｘ軸と仮想三次元空間
のＸ軸とのなす角度が９０度となり、立体オブジェクトのｚ軸と仮想三次元空間のＺ軸と
のなす角度が９０度となる。そして、算出したオブジェクト配置情報により、オブジェク
ト配置情報格納部１０５に格納されている立体オブジェクト「ＯＢＪ１」のオブジェクト
配置情報を更新、ここでは上書きする。更新後のオブジェクト配置情報管理情報を、図１
０に示す。
【００７８】
　なお、配置を変更する指示は、どのように受け付けても良い。例えば、メニュー等を介
してコマンド等で指定されても良いし、表示されている立体オブジェクトの面上に、立体
オブジェクトを回転させるためのイベントを発生させる領域を設定して、この領域がポイ
ンタ等で押された場合に、立体オブジェクトを回転させるコマンド等が発生して、変更指
示受付部１０６に渡されるようにしておいても良い。例えば、ここでは、立体オブジェク
ト「ＯＢＪ１」の第二の面、即ち左側面上に、図示しないボタン等を配置し、このボタン
が、クリックされると、立体オブジェクト８０１を、立体オブジェクト自身からみて右ま
わりに９０°回転させるコマンドが発生するようにしても良い。また、辺の近傍をクリッ
クした場合に、このクリックされた辺に平行な軸を回転軸として立体オブジェクトを回転
させるためのコマンドを発生させても良い。
【００７９】
　変更指示受付部１０６が変更指示を受け付け、変更指示に応じてオブジェクト配置情報
が更新されると、画像情報構成部１１３は、上記と同様に、変更後のオブジェクト配置情
報を用いて画像情報を構成する。なお、このとき、面情報取得部１０４は、配置用情報を
再度取得するようにしても良いし、直前に取得した配置用情報をそのまま用いるようにし
ても良い。また、配置が変更されていない立体オブジェクトの画像情報も再度構成するよ
うにしても良いし、構成しなくても良い。そして出力部１１４が、構成した画像情報を図
１１に示すようにモニタ５０４に表示する。
【００８０】
　また、図９に示した状態で、ユーザが、ポインタ等を操作して、例えば、立体オブジェ
クト「ＯＢＪ１」８０１に配置されている「ドライ機能」という文字列を指定し、キーボ
ード等を操作してこの文字列を「高速ドライ機能」という文字列に変更する操作を行った
とする。操作入力受付部１０８は、このユーザによる操作に応じて、立体オブジェクト「
ＯＢＪ１」の第二の面である左側面に配置されている下位配置用情報のうちの、「＜仕様
＞ドライ機能＜／仕様＞」という配置用情報の要素が「高速ドライ機能」に変更する指示
を受け付ける。この指示をここでは、操作指示と呼ぶ
【００８１】
　操作入力受付部１０８が操作指示を受け付けると、配置用情報変更部１０９は、配置用
情報格納部１０２内に格納されている配置用情報の中から操作指示の対象となる配置用情
報を検出し、検出した配置用情報の要素を、「ドライ機能」から「高速ドライ機能」に変
更する。ここでは、上書きする。変更した配置用情報を、図１２に示す。
【００８２】
　なお、面情報取得部１０４が取得した対象配置用情報や、下位配置用情報や、同階層配
置用情報と、これらのオリジナルとなる配置用情報との対応関係を、図示しない管理表等
を用いて管理しておくようにしてもよい。例えば、対象配置用情報や、下位配置用情報や
、同階層配置用情報と、図６に示した配置用情報におけるこれらのオリジナルである配置
用情報が配置されている行番号等を、管理表等で管理しておくようにしても良い。そして
、この管理表を用いて、配置用情報格納部１０２内に格納されている配置用情報の中から
、操作指示の対象となる配置用情報を検出するようにしても良い。この管理表により管理
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されている情報は、面情報取得部１０４が、配置用情報を取得する際に、適宜更新するよ
うにすればよい。
【００８３】
　操作入力受付部１０８が上記のように操作指示を受け付け、配置用情報変更部１０９が
配置用情報を更新すると、面情報取得部１０４は、更新された配置用情報から、再度、各
立体オブジェクトの面に配置される対象配置用情報や、下位配置用情報や、同階層配置用
情報の取得を行う。そして、画像情報構成部１１３は、面情報取得部１０４が取得した配
置用情報と、形状情報およびオブジェクト配置情報とを用いて、立体オブジェクトの画像
情報を構成する。そして出力部１１４は、画像情報構成部１１３が構成した画像情報を、
図１３に示すようにモニタ５０４に表示する。
【００８４】
　また、図９に示した状態で、ユーザが、ポインタ等を操作して、例えば、立体オブジェ
クト「ＯＢＪ１」８０１に配置されている「１５万円」という文字列を指定し、図１４に
示すように、検索キーを入力する入力ウィンドウ１４１等を表示させ、キーボード等を操
作してこの文字列に関して、「５万円以下」という検索条件で検索を行う指示を入力した
とする。
【００８５】
　この指示の入力により、検索指示受付部１１０は、立体オブジェクト「ＯＢＪ１」の第
二の面である左側面に配置されている下位配置用情報のうちの、「＜価格＞１５万円＜／
価格＞」という配置用情報を指定した、検索指示を受け付ける。この検索指示は、具体的
には、検索指示が指定する配置用情報と同じ階層に存在するとともに、同じ「＜価格＞」
タグを有する配置用情報であって、直系の第一階層が同じである配置用情報を検索対象と
して検索を行う指示と考えても良い。直系の第一階層が同じとは、ここでは、一の「＜ジ
ャンル＞」タグ内に挟まれている配置用情報であることを示す。また、この検索指示は、
要素の値が、「５万円以下」という条件を検索キーとした検索を行う指示である。
【００８６】
　検索部１１１は、検索指示受付部１１０が検索指示を受け付けると、検索指示が指定す
る「＜価格＞１５万円＜／価格＞」という配置用情報と同じ階層に存在するとともに、同
じ「＜価格＞」タグを有する配置用情報であって、直系の第一階層が同じである配置用情
報を検索対象として検索を行う。即ち、「＜ジャンル名＞家電＜／ジャンル名＞」という
配置用情報を要素の一つとして有している「＜ジャンル＞」タグに挟まれた配置用情報の
うちの、「＜価格＞」というタグが付与された配置用情報を検索対象として、「５万円以
下」という検索キーを満たす要素を有する配置用情報を検索する。即ち、「＜価格＞」に
挟まれた値が、５万円以下である配置用情報を検索する。ここでは、「＜商品名＞アイロ
ン＜／商品名＞」という配置用情報の下位の階層の配置用情報である「＜価格＞１万円＜
／価格＞」が、検出されたとする。
【００８７】
　配置指定情報更新部１１２は、検索指示が指定する配置用情報が、下位配置用情報であ
るため、検索部１１１が検索した配置用情報が下位配置用情報となるような対象配置用情
報を、図６に示した配置用情報から検出する。具体的には、検索部１１１が検出した「＜
価格＞１万円＜／価格＞」という配置用情報の直系の１階層上位の配置用情報を検出する
。ここでは、「＜商品名＞アイロン＜／商品名＞」と、「＜商品写真＞ｉｒｏｎ．ｇｉｆ
＜／商品写真＞」という配置用情報が検出される。そして、この検出した配置用情報を指
定する配置指定情報を取得し、配置指定情報格納部１０３に格納されている「オブジェク
トＩＤ」が「ＯＢＪ１」である立体オブジェクトの配置指定情報を更新する。ここでは、
例えば、配置指定情報として、「＜商品名＞」タグが付けられた配置用情報の要素だけを
取得することが予め設定されているものとする。このため、上記で検出した２つの配置用
情報のうちの、「＜商品名＞」タグが付けられた配置用情報の要素である「アイロン」が
、配置指定情報として取得される。そして、配置指定情報更新部１１２は、取得した配置
指定情報「アイロン」を用いて、配置指定情報格納部１０３に格納されている「オブジェ
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クトＩＤ」が「ＯＢＪ１」である立体オブジェクトの配置指定情報を更新する。ここでは
上書きする。
【００８８】
　配置指定情報更新部１１２が配置指定情報を更新すると、面情報取得部１０４は、更新
された配置指定情報を用いて、再度、各立体オブジェクトの面に配置される対象配置用情
報や、下位配置用情報や、同階層配置用情報の取得を行う。取得した配置用情報を管理す
る取得配置用情報管理表を、図１５に示す。
【００８９】
　そして、画像情報構成部１１３は、面情報取得部１０４が取得した配置用情報と、形状
情報およびオブジェクト配置情報とを用いて、立体オブジェクトの画像情報を構成する。
そして出力部１１４は、画像情報構成部１１３が構成した画像情報を、図１６に示すよう
にモニタ５０４に表示する。
【００９０】
　以上、本実施の形態によれば、階層化された配置用情報から、配置指定情報により指定
される配置用情報である対象配置用情報と、対象配置用情報に対して下位の階層に位置す
る配置用情報と、対象配置用情報に対して同じ階層である配置用情報と、をそれぞれ取得
し、取得した配置用情報を予め指定した面に配置した立体オブジェクトの画像を構成し、
出力するようにしたことにより、ユーザに対して、階層化された配置用情報を、階層関係
がわかりやすい態様で出力することが可能となる。
【００９１】
　また、配置指定情報により、立体オブジェクトの第一の面に表示される配置用情報だけ
を指定すればよいため、立体オブジェクトの各面に対して配置する情報を一つ一つ指定す
る必要がないため、簡単かつ少ない操作で、階層化されたデータの効果的な表示を実現す
ることができる。
【００９２】
　なお、本実施の形態においては、立体オブジェクトの第一～第三の面に、対象配置用情
報と、下位配置用情報と、同階層配置用情報とをそれぞれ配置するようにしたが、第一～
第三の面以外の面にも、対象配置用情報に対して、予め指定された階層の関係にある配置
用情報等を配置するようにしても良い。また、第一～第三の面以外の面に、予め指定した
所定の情報等を配置するようにしても良い。
【００９３】
　なお、上記実施の形態において、各処理（各機能）は、単一の装置（システム）によっ
て集中処理されることによって実現されてもよく、あるいは、複数の装置によって分散処
理されることによって実現されてもよい。
【００９４】
　また、上記実施の形態において、一の装置に存在する２以上の通信手段（情報送信部な
ど）は、物理的に一の媒体で実現されても良いことは言うまでもない。
【００９５】
　また、上記実施の形態において、各構成要素が実行する処理に関係する情報、例えば、
各構成要素が受け付けたり、取得したり、選択したり、生成したり、送信したり、受信し
たりする情報や、各構成要素が処理で用いるしきい値や数式、アドレス等の情報等は、上
記説明で明記していない場合であっても、図示しない記録媒体において、一時的に、ある
いは長期にわたって保持されていてもよい。また、その図示しない記録媒体への情報の蓄
積を、各構成要素、あるいは、図示しない蓄積部が行ってもよい。また、その図示しない
記録媒体からの情報の読み出しを、各構成要素、あるいは、図示しない読み出し部が行っ
てもよい。
【００９６】
　また、上記実施の形態では、情報処理装置がスタンドアロンである場合について説明し
たが、情報処理装置は、スタンドアロンの装置であってもよく、サーバ・クライアントシ
ステムにおけるサーバ装置であってもよい。後者の場合には、出力部や受付部は、通信回



(21) JP 2010-33184 A 2010.2.12

10

20

30

40

50

線を介して入力を受け付けたり、画面を出力したりすることになる。
【００９７】
　また、上記実施の形態において、各構成要素は専用のハードウェアにより構成されても
よく、あるいは、ソフトウェアにより実現可能な構成要素については、プログラムを実行
することによって実現されてもよい。例えば、ハードディスクや半導体メモリ等の記録媒
体に記録されたソフトウェア・プログラムをＣＰＵ等のプログラム実行部が読み出して実
行することによって、各構成要素が実現され得る。
【００９８】
　なお、上記実施の形態における情報処理装置を実現するソフトウェアは、以下のような
プログラムである。つまり、このプログラムは、形状情報格納部には、第一、第二及び第
三の面を有する立体のオブジェクトである立体オブジェクトの形状を指定する情報である
形状情報が格納されており、配置用情報格納部には、前記立体オブジェクトを構成する面
に配置可能な情報であって、階層化された１以上の情報である配置用情報が格納されてお
り、配置指定情報格納部には、前記立体オブジェクトを構成する第一の面に配置する前記
配置用情報を指定する情報である配置指定情報が格納されており、コンピュータを、前記
配置用情報格納部に格納されている配置指定情報が指定する配置用情報である指定配置用
情報と、当該指定配置用情報の直系の下位の階層の配置用情報である下位配置用情報と、
当該指定配置用情報と同じ階層の配置用情報である同階層配置用情報とを、前記配置用情
報格納部から取得する面情報取得部と、前記立体オブジェクトの形状情報を前記形状情報
格納部から読み出し、当該読み出した形状情報により形状が指定される立体オブジェクト
の前記第一の面に前記面情報取得部が取得した指定配置用情報を、前記第二の面に前記面
情報取得部が取得した下位配置用情報を、また、前記第三の面に前記面情報取得部が取得
した同階層配置用情報を、それぞれ配置した画像情報を構成する画像情報構成部と、前記
画像情報構成部が構成した画像情報を出力する出力部として実行させるためのプログラム
である。
【００９９】
　なお、上記プログラムにおいて、上記プログラムが実現する機能には、ハードウェアで
しか実現できない機能は含まれない。例えば、情報を取得する取得部や、情報を出力する
出力部などにおけるモデムやインターフェースカードなどのハードウェアでしか実現でき
ない機能は、上記プログラムが実現する機能には含まれない。
【０１００】
　また、このプログラムを実行するコンピュータは、単数であってもよく、複数であって
もよい。すなわち、集中処理を行ってもよく、あるいは分散処理を行ってもよい。
【０１０１】
　図１７は、上記プログラムを実行して、上記実施の形態による情報処理装置を実現する
コンピュータの外観の一例を示す模式図である。上記実施の形態は、コンピュータハード
ウェア及びその上で実行されるコンピュータプログラムによって実現されうる。
【０１０２】
　図１７において、コンピュータシステム９００は、ＣＤ－ＲＯＭ（Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄ
ｉｓｋ　Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）ドライブ９０５、ＦＤ（Ｆｌｏｐｐｙ（登
録商標）　Ｄｉｓｋ）ドライブ９０６を含むコンピュータ９０１と、キーボード９０２と
、マウス９０３と、モニタ９０４とを備える。
【０１０３】
　図１８は、コンピュータシステム９００の内部構成を示す図である。図１８において、
コンピュータ９０１は、ＣＤ－ＲＯＭドライブ９０５、ＦＤドライブ９０６に加えて、Ｍ
ＰＵ（Ｍｉｃｒｏ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）９１１と、ブートアッププログラ
ム等のプログラムを記憶するためのＲＯＭ９１２と、ＭＰＵ９１１に接続され、アプリケ
ーションプログラムの命令を一時的に記憶すると共に、一時記憶空間を提供するＲＡＭ（
Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）９１３と、アプリケーションプログラム、
システムプログラム、及びデータを記憶するハードディスク９１４と、ＭＰＵ９１１、Ｒ
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ＯＭ９１２等を相互に接続するバス９１５とを備える。なお、コンピュータ９０１は、Ｌ
ＡＮへの接続を提供する図示しないネットワークカードを含んでいてもよい。
【０１０４】
　コンピュータシステム９００に、上記実施の形態による情報処理装置の機能を実行させ
るプログラムは、ＣＤ－ＲＯＭ９２１、またはＦＤ９２２に記憶されて、ＣＤ－ＲＯＭド
ライブ９０５、またはＦＤドライブ９０６に挿入され、ハードディスク９１４に転送され
てもよい。これに代えて、そのプログラムは、図示しないネットワークを介してコンピュ
ータ９０１に送信され、ハードディスク９１４に記憶されてもよい。プログラムは実行の
際にＲＡＭ９１３にロードされる。なお、プログラムは、ＣＤ－ＲＯＭ９２１やＦＤ９２
２、またはネットワークから直接、ロードされてもよい。
【０１０５】
　プログラムは、コンピュータ９０１に、上記実施の形態による情報処理装置の機能を実
行させるオペレーティングシステム（ＯＳ）、またはサードパーティプログラム等を必ず
しも含んでいなくてもよい。プログラムは、制御された態様で適切な機能（モジュール）
を呼び出し、所望の結果が得られるようにする命令の部分のみを含んでいてもよい。コン
ピュータシステム９００がどのように動作するのかについては周知であり、詳細な説明は
省略する。
【０１０６】
　本発明は、以上の実施の形態に限定されることなく、種々の変更が可能であり、それら
も本発明の範囲内に包含されるものであることは言うまでもない。
【産業上の利用可能性】
【０１０７】
　以上のように、本発明にかかる情報処理装置等は、情報の表示や入力を行うための情報
処理装置等として適しており、特に、階層化された情報の表示や入力を行うための装置等
として有用である。
【図面の簡単な説明】
【０１０８】
【図１】本発明に係る情報処理装置の構成を示すブロック図
【図２】同情報処理装置の動作について説明するフローチャート
【図３】同情報処理装置の動作を説明するための、形状情報管理表の一例を示す図
【図４】同情報処理装置の動作を説明するための、オブジェクト配置情報管理表の一例を
示す図
【図５】同情報処理装置の動作を説明するための、立体オブジェクトの模式図
【図６】同情報処理装置の動作を説明するための、配置用情報の一例を示す図
【図７】同情報処理装置の動作を説明するための、配置指定情報管理表の一例を示す図
【図８】同情報処理装置の動作を説明するための、取得配置用情報管理表の一例を示す図
【図９】同情報処理装置の表示例を示す図
【図１０】同情報処理装置の動作を説明するための、オブジェクト配置情報管理情報の一
例を示す図
【図１１】同情報処理装置の表示例を示す図
【図１２】同情報処理装置の動作を説明するための、変更された配置用情報の一例を示す
図
【図１３】同情報処理装置の表示例を示す図
【図１４】同情報処理装置の表示例を示す図
【図１５】同情報処理装置の動作を説明するための、取得配置用情報管理表の一例を示す
図
【図１６】同情報処理装置の表示例を示す図
【図１７】同情報処理装置を実現するコンピュータの外観の一例を示す模式図
【図１８】同情報処理装置を実現するコンピュータの内部構成を示す模式図
【符号の説明】
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【０１０９】
　６１　第一の面
　６２　第二の面
　６３　第三の面
　１０１　形状情報格納部
　１０２　配置用情報格納部
　１０３　配置指定情報格納部
　１０４　面情報取得部
　１０５　オブジェクト配置情報格納部
　１０６　変更指示受付部
　１０７　オブジェクト配置情報更新部
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